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研
究
会
日
誌

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

五
月
二
八
日
　
第
三
〇
回
研
究
会
（
甫
水
会
館
）

　
○
今
年
度
の
研
究
会
運
営
方
針
と
計
画
に
つ
い
て
討
議

　
o
第
二
回
総
合
討
議
「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」
の
取
り
組

　
　
み
に
つ
い
て
の
，
説
明
と
討
一
議

　
○
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
論
文
集
の
執
筆
に
つ
い

　
　
て
の
討
議

　
○
前
記
の
総
合
討
議
と
記
念
論
文
に
関
す
る
小
委
員
会
の
発

　
　
足
を
決
定

六
月
一
八
日
　
第
三
一
回
研
究
会
（
甫
水
会
館
）

　
○
講
演
ー
田
村
晃
祐
氏
一
、
井
上
円
了
と
真
宗
L

七
月
二
日
　
第
三
二
回
研
究
会
（
東
洋
大
学
第
二
会
議
室
）

　
O
講
演
－
丹
野
朝
栄
氏
「
戦
前
の
私
立
大
学
の
変
遷
－

　
　
私
立
学
校
令
か
ら
大
学
令
ま
で
l
」

　
○
第
一
．
回
総
合
討
議
「
井
」
円
了
の
教
育
理
念
L
の
進
め
方

　
　
と
討
逆
載
事
項
に
つ
い
て
検
討

七
月
一
八
～
二
〇
日
　
第
三
三
回
研
究
会
（
神
奈
川
県
箱
根
町
）

　
○
第
二
回
総
合
討
議
「
井
上
円
了
の
教
育
理
念
」

　
○
東
洋
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念
論
文
集
「
井
上
円
了
の
研
究
」

　
　
（
仮
題
、
以
下
同
じ
）
の
編
集
に
つ
い
て
検
討

　
○
「
井
上
円
了
文
献
目
録
」
作
成
の
た
め
の
追
加
調
査
の
実

　
　
施
を
決
定

一
一
月
六
日

　
○
「
井
上
円
了
文
献
目
録
」
等
の
印
刷
費
用
に
関
す
る
申
請

　
　
書
を
提
出
（
同
月
中
に
承
認
を
手
続
き
完
了
）

一
二
月
一
七
日
第
三
四
回
研
究
会
（
東
洋
大
学
第
一
会
議
室
）

　
〇
一
二
月
末
を
も
っ
て
本
研
究
会
の
活
動
を
終
了
す
る
に
あ

　
　
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
八
年
間
の
研
究
の
総
括

　
○
昭
和
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
る
東
洋
大
学
一
〇
〇
周
年
記
念

　
　
論
文
集
「
井
上
円
了
の
研
究
」
の
執
筆
に
つ
い
て
検
討

　
○
『
井
上
円
了
研
究
』
第
六
号
と
『
井
上
円
了
文
献
目
録
』

　
　
（
『
井
上
円
了
研
究
』
資
料
集
第
四
号
）
の
刊
行
に
つ
い
て

　
　
説
明

　
〇
八
年
間
の
研
究
期
間
中
に
購
入
し
た
図
書
等
の
納
本
に
つ
　
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
い
て
説
明



あ
と
が
き

　
一
二
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
第
三
部
会

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
長
い
間
続
け
て
き
た
だ
け
に
、
こ
れ

で
終
刊
と
な
っ
て
も
実
感
が
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。

第
六
号
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
田
村
晃
祐
、

丹
野
朝
栄
両
先
生
は
、
「
，
研
究
会
日
誌
一
に

あ
る
よ
う
に
、
定
例
研
究
会
て
ご
報
告
い

た
だ
き
、
そ
の
テ
ー
プ
起
こ
し
に
手
を
入

れ
る
と
い
う
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

御
両
氏
に
は
、
客
員
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ

第
三
部
会
の
研
究
の
欠
け
た
部
分
を
埋
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
討
議
の
座
談
会
は
、
一
教
育
理
念
」

の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
に
当
た
っ
て
、

思
わ
ぬ
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
哲
学
と
社

会
科
学
と
の
方
法
論
の
違
い
も
あ
り
ま
し

た
し
、
明
治
時
代
の
事
実
関
係
の
中
に
位

置
付
け
る
た
め
の
討
論
内
容
の
整
理
や
整

序
を
し
て
、
充
実
を
は
か
る
と
い
っ
た
作

業
を
し
ま
し
た
。

　
八
年
間
の
研
究
期
間
に
、
学
内
の
教
員
、

職
員
、
校
友
、
学
生
の
方
々
を
は
じ
め
、

学
外
の
方
か
ら
も
激
励
と
協
力
を
い
た
だ

き
ま
L
た
．
．
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

第
三
部
会
は
終
わ
っ
て
も
、
研
究
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
形
を
変
え
て
、
研

究
報
告
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
（
高
木
宏
夫
記
）
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